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2000）。Acceptance and Commitment Therapy （ACT） 
では，体験の回避がSADの維持・悪化につながるとしてい
る （Luoma et al., 2009）。体験の回避とは，否定的に評価
された特定の私的出来事を，避けたり，抑制したり，それ
らの私的出来事やそれを引き起こす文脈の形態や頻度を変
えようとする試みや努力を指し （Hayes et al., 1996），負
の強化随伴性で維持される行動的プロセスである。
　SADにおいて最も不安を喚起する社会的状況としてス











【研究１】26名 （男性９名，女性16名，年齢 （平均 ± SD） 
19.96歳 ± 1.28歳） を対象に，スピーチ課題を用いた実験
を実施した。測度は，スピーチ中の体験の回避の尺度，
VAS，AAQ- II （木下他, 2008 ; 嶋他, 2013），SPS （金井他, 







な信頼性を持つことが示された （α ＝ .73） が，今後さら
に人数を増やして再検証する必要がある。
【研究２】研究１と同様に実験を実施し，LSAS-Jの得点が
30点以上であった36名 （男性８名，女性28名，年齢 （平均 
± SD） 19.75 ± 1.30歳） を対象とした。測度は，LSAS-J，
SPS，スピーチ中の体験の回避，内潜的な回避行動，外顕













について，AAQ- II，CBES （宮前, 2000），WBSI （堀池他, 
2001），ABIS （岡島他, 2006） を用いて質問紙調査を実施
し，尺度の妥当性を検討した。SPS，LSAS-J によってス
クリーニングを行い，118名 （男性42名，女性70名，不明６
名，年齢 （平均 ± SD） 19.70 ± 1.43歳） を対象とした。
　相関分析の結果，スピーチ場面を想定した尺度としては，
十分な妥当性が得られない結果となった。また，内潜的な
安全確保行動は，思考抑制とは関連のない機能を持つこと
が示され，外顕的な回避行動は，恐怖場面内での外顕的な
回避行動を測定する尺度として，十分な妥当性が示された。
総合考察
　本研究により，スピーチ場面で生じた体験の回避を測定
する尺度が作成され，直接スピーチパフォーマンスには影
響しないが，その程度が内潜的な安全確保行動のスピーチ
パフォーマンスへの影響性に関わる可能性が明らかになっ
たといえる。また，外顕的な回避行動は，体験の回避の程
度に大きく影響されずスピーチパフォーマンスの低下につ
ながることが確認できた。今後は，スピーチパフォーマン
スを低下させる機能を持つ内潜的な回避行動の形態を整理
し，本研究で作成した体験の回避，外顕的な回避行動を測
定する尺度との関連を検討する必要がある。
